
成 果 報 告 会

令和７年 2月１３日（木）
さいたま市教育委員会

次世代の学校・教育現場を見据えた
先端技術・教育データの利活用推進



誰もが輝く未来の学び場
～学びの多様化学校への挑戦～

研究テーマ

オンライン登校 × リアル登校
先端技術 × 個別最適な学び
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（１）Growth設置の経緯
さいたま市の不登校の現状

（児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査より）
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学校内外で相談・指導等を受けていない人数
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（１）Growth設置の経緯
学校内外の機関等で専門的な相談・指導等を受けていない人数
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【目的】
不登校等児童生徒の社会的自立

【対象】
さいたま市立小・中・高等・中等教育学校に在籍する、原則３０日

以上欠席が続いている児童生徒

【R4年度体制】
係長 １名
小学校担当 １名
中学校担当 ２名

【R5年度体制】
係長 １名
小学校担当 2名
中学校担当 4名
専門職 ３名

【R６年度体制】
係長 １名
小学校担当 ３名
中学校担当 ３名
専門職 ３名

Growthの目的と支援体制
（２） Growthの概要とこれまでの活動

Growthの目的と支援体制
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オンライン学習

令和4年度Growthにおける支援

体験プログラム 教育相談等

子育て学習会の実施

保護者会の実施

令和4年度Growthにおける支援
（２） Growthの概要とこれまでの活動

令和4年度Growthにおける支援
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令和４年度 Growth成果と課題

〇 令和5年3月末時点申込者数235人
〇 デジタルと不登校支援の親和性

△ コミュニケーションの機会
△ 個別最適な学びを提供する仕組み

令和４年度 Growthの課題
（２） Growthの概要とこれまでの活動

令和4年度Growthにおける課題
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・２D／３Dメタバースの活用
・授業型支援の充実（６回／W → ９回／W）

・メンターによる支援
・先端技術を活用した学びの充実

・体験活動の充実（オフ会 ２回 → １２回）

・専門職によるオンライン相談

・保護者支援の充実（保護者会 ２回 → ３回）

（２） Growthの概要とこれまでの活動
令和５年度Growthにおける支援
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① メタバースの利用率の向上
② 社会性・自己肯定感の向上
③ 個別最適な学びの充実
④ 先端技術活用による

探究的・協働的な学びの充実
⑤ 学校との情報連携

（２） Growthの概要とこれまでの活動
令和５年度Growthにおける課題
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・ファブスペース（Growth LAB）の開放 ①③④

・メンタルヘルス教育（こころの学習）の実施 ①②

・社会を学ぶ（よのな科）授業の実施 ②

・多様なオフ会の実施 ①②

・児童生徒の状況確認の充実および情報共有 ⑤

（３）令和6年度の新たな支援
前年度の課題解決に対する取り組み
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（３）令和6年度の新たな支援
ファブスペース（Growth LAB）の開放 ①③④

令和5年度の課題 ①メタバースの利用率の向上 ③個別最適な学びの充実 ④ 先端技術活用による探究的・協働的な学びの充実

生物顕微鏡

3Dモデリング コンピュータ・刺しゅうミシン

３Dプリンタドローン
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運動会

心肺蘇生法

ゲーム大会

（３）令和6年度の新たな支援
多様なオフ会の実施 ①②

令和5年度の課題 ①メタバースの利用率の向上 ②社会性・自己肯定感の向上
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令和５年度 Growth新たな手立て

金融教育

防災教育

令和5年度の課題 ②社会性・自己肯定感の向上

（３）令和6年度の新たな支援
社会を学ぶ（よのな科）授業の実施 ②
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令和５年度 Growth新たな手立て

令和5年度の課題 ①メタバースの利用率の向上 ②社会性・自己肯定感の向上

（３）令和6年度の新たな支援
メンタルヘルス教育（こころの学習）の実施 ①②
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◎情報共有ファイルの作成

◎ケース会議にて共有 → 関係各所へ情報共有

令和5年度の課題 ⑤学校との情報連携

（３）令和6年度の新たな支援
児童生徒の状況確認の充実および情報共有 ⑤
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・Growth利用児童生徒数の推移
・学習の個性化
・Growth LABに関するイベント実施回数
・Inspire High利用状況
・３Dメタバース参加人数
・体験等参加人数
・成果検証アンケートの結果
・Growthの活動を通して変化の見られた児童生徒
・児童生徒・保護者の声

（４） 令和6年度の成果
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（４） 令和6年度の成果
Growth利用児童生徒数の推移
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参加割合
（％）

平均接続時間
（分）

４９ ３４．５

５０ ３４．５

参加割合
（％）

平均接続時間
（分）

１５．７ ２６．３

２９．９ ３７．２

【授業型支援】 【個別学習支援】

R６

R5

（４） 令和6年度の成果
学習の個性化
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R５ R6

回数 １ １７
参加
人数 ３８ 199(67)

※（ ）内の数字は実人数

（４） 令和6年度の成果
Growth LABに関するイベント実施回数（1月末時点）
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実施回数 R5 R6

実施回数 １２ ６
平均参加人数 １０．７５ １４．５７
OP入力文字数 １０３．６ １１７．０
FB入力文字数 ３２．８ ３８．４
RF入力文字数 １２２．１ １６９．２

（４） 令和6年度の成果
Inspire High 利用状況
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7月
レク

1学期
終業式

2学期
始業式

10月
レク

11月
レク

2学期
終業式 合計

人数 ３０ ４２ ５２ １３ １７ ４０ １９４
（９４）

※（ ）内の数字は実人数

（４） 令和6年度の成果
３Dメタバース参加人数
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オフ会 日帰り体験活動

回数 １２（１０） ２（１）

人数 ３５３（２２３） ８９（３１）

※（ ）内の数字は昨年度同時期のもの

（４） 令和6年度の成果
体験等参加人数【1月末時点】
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（４） 令和6年度の成果
ロジックモデル内の成果検証アンケートの位置づけ
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１ 人と関わることに前向きだ
２ 人とあいさつなどのやりとりができる
３ その場の雰囲気に合わせた話や態度ができる
４ やりたいことがあっても他の人に合わせて、

自分のやりたいことを我慢できる
５ 自分の考えや気持ちをまわりの人に伝える方法が分かる
６ 自分の考えや気持ちをまわりの人に伝えることができる
７ 周りの人に、自分が困っていることを話せる
８ 疑問に感じたことを周りの人に聞くことができる
９ グロウス内に安心できる居場所がある

１０ オンラインでは、人に挨拶したり、話しかけたりしやすい

➢社会性を測る項目

【人とかかわる楽しさ】
１・２ 人と関わる抵抗感
９・１０グロウスへの所属感等
【基本的やりとり】
３・４ 状況判断、協調性
【意見を伝えられる】
５・６ 考え・気持ちを表現する
７・８ 助けを求める

１ ぐっすり眠れる
２ 好きなことがあり、その好きなことが行える
３ 自分の気持ちを分かってくれる人がいる
４ 今の自分に満足している
５ 体の調子がよい
６ 生活のリズムが整っている
７ 元気いっぱいだ
８ 楽しみやうれしいことがある
９ 落ち込むことがあっても、また元気に

なれそうな感じがする。
１０ 何かやろうと思えばやれそうな気がする

➢元気度を測る項目

【心身の健康】
５・７ ストレスによる体調不良
１・６ 生活リズム・食欲、睡眠
【意欲】
２・８ 楽しいことを楽しめる

（大事にしたいことがある）
【自分を認められる】
３・４ 認められる体験（自他）
９・１０心と体の回復、自己肯定感

（４） 令和6年度の成果
成果検証アンケートの項目

➢自己肯定感を測る項目
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指標名 測定方法 R5結果 目標値 R6結果
（12月末実績）

社会性の向上 アンケートで社会性が向上した
と回答した生徒の割合 ６３．５％ ５５％ ６３．７％

元気度の向上 アンケートで元気度が向上した
と回答した生徒の割合 ６２．７％ ５５％ ６８．４％

社会的自立力
の醸成

アンケートで自己肯定感の向
上を測る質問について向上した

生徒の割合
未集計 ５０％以上 ４８．４％

（４） 令和6年度の成果
成果検証アンケートの結果

※利用申込後に、「社会性の向上」「元気度の向上」 「自己肯定感の向上」を測るアンケート（１点から４点で回答し、４点が最も良い）
の第1回目を実施。以降、定期的にアンケートを実施し、変化を分析。 26



【Aさん（中学校1年生）の場合】 ※★が、変化のきっかけとなった出来事

令和６年４月申込 ※小学校３年生から不登校
小学校とのかかわりを拒否

Teams及びメタバースの利用少ない

中学生となり、中学校とのかかわり開始（月に１度校長室登校） ★

令和６年９月オフ会（心肺蘇生法講習）に参加 ★

令和６年１０月、１１月、１２月のオフ会に参加

Teams及びメタバースの利用増加

Growth LABに参加（小学生のお世話をする）

（４） 令和6年度の成果
Growthを通して見られた児童生徒の変化
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【Bさん（小学校４年生）の場合】 ※★が、変化のきっかけとなった出来事

令和６年６月申込 ※小学校１年生から不登校
小学校とのかかわりを拒否

Teams及びメタバースの利用少ない

興味の湧いた授業へ参加（9月実施 道徳の授業） ★

1か月後面談の実施（学習相談→質問チャットの活用を促す） ★

質問チャットへの質問の活用（微分積分の質問）

Teams及びメタバースの利用増加

11月オフ会への参加・継続的利用

◎道徳
楽しめば好きになる（小3）
内容項目
【希望と勇気、努力と強い意志】

（４） 令和6年度の成果
Growthを通して見られた児童生徒の変化
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94.5％

【児童生徒】（Growth LABの感想）
・Growth LABは普段学校にはない技術があるから楽しい。
・ドローンを飛ばすのが難しくて、工夫するのが楽しかった。
・いろいろな機械を使ってみたり、友達や先生と交流できたから楽しかった。
・普段刺しゅうを縫っているところは、中々見られないので、見ていて楽しかったです。
・サンタさんへの手紙を、コンピュータミシンで縫うことができてよかった。
【保護者】（Growthの感想）
・Growthの活動には、先生の話を聞きつつ、チャットを楽しんでいる様子があるので
安心している。

・Growthは楽しそうにやっていて、それを超えて夢中になっている。
・朝のHRとか、みんな活気がある。チャットには参加していないが、見てるだけでも、
ひとりじゃない感じがしていい。

・中学部に入って、授業がガラリと変わって、お友だちのチャットが活発で、掛け合いで進めている
様子があるのが新鮮です。本人は積極的に発言する様子はまだないけれど、楽しんでいる。
学校の授業のようで、同世代の子たちが、どんな風に考えているのかが活発に伝わってとても
ありがたい。

・昨年度より、勉強を自らするようになった。メタバースで自分で勉強する席を決めた。
毎日決まった時間で保護者が声掛けしなくても動くようになった。

（４） 令和6年度の成果
児童生徒・保護者の声
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（指導主事×専門職×仕掛け）
メタバースによる児童生徒の居場所の創出

自発的な活動の生起

専門職の重要性

デジタル リアルさまざまな角度からの
多様な支援

（４） 令和6年度の成果
令和6年度の取組を通して、得られた新たな知見
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（５） 令和6年度の課題
Growth継続率について

指標名 測定方法 R5成果 R6成果

申込者・参加
人数の増加

①申込者数 ３３４
（1月末）

４６６
（12月末）

②ホームルームまた
は授業に1回以上参
加した児童生徒数

２６２ ３７１

継続率
各月の②÷①の平均 未集計 ６５％

31



Growthの継続利用率の向上

Growth登録児童生徒の個別の情報収集と分析

（５） 令和6年度の課題

課題
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・ 学びの多様化学校３つの特色

・ 学びの多様化学校のカリキュラム（案）

・ 「学びの多様化学校」開校後の学びの選択肢

（６）「学びの多様化学校」について
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特色１ いつでもどこでも学びにアクセス

市内６か所のキャンパスでも、家でも学ぶことができます。その日のお子様
の状態でキャンパスへの登校が可能な場合にはキャンパスへ登校し、難しい場
合には、自宅からオンラインで授業に参加することも可能です。

※各キャンパスへの通学は、各自、徒歩や公共交
通機関、自転車（中学生以上を想定）となります。
保護者による送迎も可能です。なお、通学に必
要な交通費等は、各ご家庭でご負担いただきます。

（６）「学びの多様化学校」について
学びの多様化学校３つの特色
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特色２ 自分らしく学べる教科「未来工房」の設定

必修

選択

音楽、図画工作・美術、体育・保健体育、技術・家庭の内容を関連付けた学習

こころの仕組みなどについて学ぶメンタルヘルス教育

自分の好きなことや興味・関心のあることに没入できる時間

先端技術を活用した探究的な学びの時間

＜３Dプリンター＞

学びの多様化学校３つの特色

（６）「学びの多様化学校」について
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安心できる居場所特色３

転入学前のみならず、転入学後も学校生活における悩みは多くあると考えます。
さいたま市立「学びの多様化学校」では、児童生徒一人ひとりのそれぞれの悩みに、担任等はもち
ろん公認心理師や精神保健福祉士などの専門職が相談に乗ります。
また、卒業後の進路についても、一人ひとりの希望をもとに、教員が、お子様や保護者と相談を重ね
ながら、安心して進路先を選ぶことができるようにします。 対面での面談ができない場合には、メタ
バースでの音声面談や、チャットのやりとりも可能です。

※昼休みの時間についても各自のペースで過ごせること
を大切にしています。
一斉での給食はありませんので、各自で昼食を用意し

ていただきます。

学びの多様化学校３つの特色

（６）「学びの多様化学校」について
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授業時数（予定）
学びの多様化学校のカリキュラム（案）

（６）「学びの多様化学校」について
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「校内教育支援センター
（Solaるーむ）」

学校 学びの多様化学校

教育相談室

教育支援センター

「学びの多様化学校」による支援とともに、一人ひとりのニーズに応じた
多様な学びの場を保障

多くの児童生徒が安心して
学ぶ場・生活の場

学校には行けるが教室に入り
づらい児童生徒の居場所

学校には行けないが、通室
により、主に対面で学びた
い児童生徒の居場所

・Teamsによる
オンライン学習を追加

R８年度から

不登校等児童生徒一人ひ
とりの実態に配慮して特
別に編成された教育課程
に基づく学ぶ場・生活の
場

・２D、３Dメタバース
＋ 対面による指導

「学びの多様化学校」開校後の学びの選択肢

（６）「学びの多様化学校」について
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成 果 報 告 会

令和７年 2月１３日（木）
さいたま市教育委員会

次世代の学校・教育現場を見据えた
先端技術・教育データの利活用推進


